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はしがき
歯周組織は岨噂に伴う唆合力や矯正力などの外力に対して適応し､合目的的
に構築されている｡とくに骨組織においては､ Wb肝s lowにも知られるように
形態および内部構造の決定にメカニカルストレスが重要な要因となっている｡
歯科矯正臨床において虹その特性を利用し､歯の移動や顎顔面骨格複合体の
成長のコントロールを行っている｡しかし､外力を受けた歯周組織を取り巻く
力学的環境要因のメカニズムについては不明な点が多い｡
本研究はメカニカルストレスによる歯周組織改造機構における破骨細胞の誘
導機構を明らかにすることと､その臨床応用を探索することを目的とした｡な
かでも､最近その作用が明らかとなった破骨細胞の分化･誘導に必要といわれ
ている破骨細胞分化誘導因子(Receptor activator of nuclear factor kappa B ligand:
RANKL)ならびにその作用を阻害するデコイレセプターであるオステオプロ
テジェリン(Osteoprotegerin:OPG)に着目し､矯正学的歯の移動への影響､歯
の移動時における発現を検討した｡また､さらにinvitroにおいてメカニカルス
トレスを負荷した歯根膜線維芽細胞との相互作用における被骨細胞の分化過程
を検討した｡
その研究成果をここに報告する｡
研究代表者　　三木(千葉)美麗
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